
【新規】（仮称）短期集中予防サービスの導入について

【施策の方向性】

・軽度者への集中支援を強化することで、
改善率アップを期待できる。
・できなくなったことを補うサービスか
ら専門職のアドバイスによって残ってい
る力を引き出すサービスへの転換（再自
立＝リエイブルメント）



サービスのイメージ
利用開始前 卒業（３か月後）その後の暮らし

リハ職同行訪問

地域包括支援センターが
対象者を選定

↓
センター職員とリハビリ専門職が
一緒に自宅を訪問し、生活の困り
ごとや身体状態を確認
（地域リハビリテーション事業）

短期集中予防サービス
（週1回、3か月の通所型サービス）

運動機能向上プログラム
社会参加プログラム
栄養改善プログラム

口腔機能向上プログラム など

セルフマネジメント向上のための
個人面談

3か月後の目標を
設定

プログラム
実施

リハ職による
アドバイス

Ｒ６モデル事業 ３０人

R6モデル事業の指標
※先行自治体参考値

介護サービスからの卒業・・６０％
（自立した生活の継続）

中断、既存サービスへ移行・４０％

事業対象者から
要支援２まで

（生活支援体制整備事業）



R６スケジュール



R７スケジュール


